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は
じ
め
に

　
「
満
洲
俳
句
」
を
含
む
海
外
に
お
け
る
日
本
人
の
俳
句
は
、
高
浜
虚
子
の
有
季
定
型
の
流
れ
を
汲
む
場
合
、
日
本
国
内
の
気
候
風
土
と
異

な
る
地
域
で
句
を
詠
む
と
き
、
季
語
（
虚
子
は
「
季
題
」
を
使
う
）
が
当
然
大
き
な
問
題
と
な
る
。
昭
和
初
期
、
朝
鮮
と
台
湾
と
い
う
植
民

地
（
外
地
）
を
も
つ
日
本
で
は
俳
句
が
実
質
的
に
「
国
民
詩
」
に
な
っ
て
お
り
、
外
地
お
よ
び
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
俳
句
文
学
を
広
げ
る
こ
と
に

熱
心
な
虚
子
は
「
熱
帯
季
題
論
」
を
発
表
し
、
様
々
な
議
論
を
呼
び
起
こ
し
た
。
渡
仏
（
１
９
３
６
）
の
途
中
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
滞
在
し
た

時
の
感
想
と
し
て
、
虚
子
は
四
季
の
区
別
が
ほ
と
ん
ど
な
い
熱
帯
の
季
語
を
「
熱
帯
季
題
」
と
し
て
歳
時
記
の
「
夏
」
に
編
入
す
る
こ
と
を

主
張
す
る
。
そ
の
後
そ
れ
を
補
足
す
る
形
で
、
寒
帯
（
北
海
道
と
樺
太
を
意
識
し
て
の
発
言
か
）
特
有
の
も
の
は
「
冬
」
の
季
に
入
れ
る
こ

と
を
主
張
し
、
台
湾
歳
時
記
な
ど
様
々
な
歳
時
記
が
出
て
も
良
い
が
、
あ
く
ま
で
も
「
内
地
の
歳
時
記
を
宗
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
い

う
考
え
を
示
し
て
い
た
。1

　

虚
子
が
「
熱
帯
季
題
論
」
を
発
表
し
た
時
に
台
湾
で
は
す
で
に
日
本
人
に
よ
る
『
台
湾
歳
時
記
』（
１
９
０
０
）2
が
存
在
し
、
虚
子
が
渡

仏
の
帰
り
に
台
湾
に
寄
っ
た
時
、
台
湾
駐
在
の
日
本
人
俳
人
に
亜
熱
帯
の
台
湾
に
も
し
っ
か
り
と
四
季
が
存
在
す
る
と
切
々
と
訴
え
ら
れ
た
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と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
っ
た
。3

　

一
方
、
旧
満
洲
（
中
国
東
北
部
）
に
お
け
る
日
本
人
の
経
営
が
日
露
戦
争
終
結
直
後
の
満
鉄
の
創
設
が
き
っ
か
け
に
始
ま
り
、
傀
儡
国
家

満
洲
国
（
中
国
で
は
「
偽
満
」
と
呼
ば
れ
る
）
の
成
立
に
よ
っ
て
、
ロ
シ
ア
人
が
経
営
し
て
い
た
ハ
ル
ビ
ン
を
含
め
て
旧
満
洲
全
体
を
支
配

下
に
置
い
た
。
俳
句
の
季
と
い
う
意
味
で
は
、
北
満
の
ハ
ル
ビ
ン
は
亜
寒
帯
に
属
し
、
南
満
の
大
連
は
温
暖
気
候
圏
に
あ
る
の
で
、
一
括
り

で
「
満
洲
季
語
」
と
言
っ
て
も
、
ま
と
め
に
く
い
所
が
あ
る
。

　

本
稿
は
右
記
の
数
種
の
満
洲
季
語
か
ら
国
際
都
市
ハ
ル
ビ
ン
を
中
心
と
す
る
北
満
季
語
に
絞
り
、
俳
誌
「
韃
靼
」
の
年
刊
句
集
『
樹
氷
』

を
通
し
て
考
察
し
て
、
そ
の
特
徴
と
意
義
を
探
っ
て
み
た
い
も
の
で
あ
る
。

一
、
北
満
季
語
の
春

　

ハ
ル
ビ
ン
の
俳
句
事
情
に
つ
い
て
は
、
小
沼
正
俊
編
『
韃
靼
―
―
大
陸
俳
句
の
青
春
と
軌
跡
』4
に
詳
し
い
。
ロ
シ
ア
人
が
つ
く
っ
た
こ
の

町
は
白
系
ロ
シ
ア
人
、
中
国
人
、
ユ
ダ
ヤ
人
、
そ
し
て
少
数
の
日
本
人
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
飯
田
蛇
笏
の
弟
子
に
あ
た
る
佐
々
木
有
風

が
商
社
経
営
と
い
う
職
業
の
か
た
わ
ら
、
満
洲
国
成
立
以
前
か
ら
ハ
ル
ビ
ン
の
俳
句
に
関
わ
る
こ
と
に
な
り
、
満
洲
国
成
立
後
に
俳
誌
「
韃

靼
」
の
主
宰
を
つ
と
め
て
い
た
。

　

季
語
の
み
に
焦
点
を
当
て
て
考
え
る
場
合
、
１
９
３
８
年
か
ら
１
９
４
０
年
ま
で
の
俳
誌
「
韃
靼
」
年
刊
句
集
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
『
樹

氷
』（
１
９
４
１
年
４
月
）
の
「
春
」「
夏
」「
秋
」「
冬
」
四
季
選
句
の
そ
れ
ぞ
れ
の
後
ろ
に
あ
る
「
北
満
季
語
解
」
が
非
常
に
有
益
な
資
料

で
あ
る
。5

　

春
の
季
語
に
は
、
建
国
節
（
満
洲
国
建
国
日
、
３
月
１
日
）、
楡
の
花
、
清
明
節
（
三
月
節
、「
満
人
」
の
墓
参
り
の
日
、
４
月
上
旬
）、

猫
柳
祭
（
ロ
シ
ア
人
の
節
句
、
４
月
２
１
日
）、
バ
ス
ハ
（
バ
ス
カ
・
復
活
祭
、
４
月
下
旬
）、
塋
ま
つ
り
（
ラ
ー
ド
ニ
ッ
ツ
ア
・
展
墓
祭
、
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５
月
上
旬
、
ロ
シ
ア
人
の
墓
ま
つ
り
）、
防
塵
布
（
ロ
シ
ア
人
女
性
が
用
い
る
風
の
埃
を
防
ぐ
ヴ
ェ
ー
ル
）、
嬢
嬢
祭
（
に
ゃ
ん
に
ゃ
ん
祭
・

娘
娘
廟
会
、
道
教
に
由
来
す
る
中
国
人
の
祭
り
で
、
良
縁
・
裕
福
・
出
世
・
長
寿
等
を
祈
願
す
る
）、
志
士
祭
（
日
露
戦
争
直
前
に
ロ
シ
ア

の
東
清
鉄
道
を
破
壊
し
よ
う
し
て
捕
ま
り
、
ハ
ル
ビ
ン
郊
外
で
ロ
シ
ア
軍
に
よ
っ
て
銃
殺
さ
れ
た
日
本
人
を
記
念
す
る
日
、
４
月
２
１
日
）

と
な
っ
て
い
る
。
最
初
の
も
の
は
植
民
地
経
営
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
位
置
づ
け
さ
れ
、
最
後
の
一
つ
は
十
九
世
紀
的
帝
国
主
義
の
倫
理
観
が

伺
え
る
ほ
か
、
そ
の
他
は
ハ
ル
ビ
ン
の
国
際
色
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

例
と
し
て
以
下
数
句
を
掲
げ
る
。	

　

〇
楡
の
花

　
　

日
か
げ
れ
ば
風
の
つ
め
た
し
楡
の
花	

山
田
岳
秋

　

〇
清
明
節

　
　

寒
食
の
一
日
静
か
に
書
に
溺
る	

森
川
遊
子

　

〇
バ
ス
ハ

　
　

バ
ス
ハ
来
と
と
の
曇
り
せ
し
地
平
か
な	
佐
々
木
有
風

　

〇
嬢
嬢
祭

　
　

娘
々
祭
黄
塵
の
底
馬
車
這
へ
り	

上
西
行
乞

気
候
的
に
も
日
本
本
土
（
内
地
）
と
の
違
い
を
示
す
意
識
か
ら
で
あ
ろ
う
か
、「
黄
塵
」
等
の
大
陸
の
季
節
的
特
徴
を
際
立
た
せ
る
も
の
が

多
い
。
清
明
節
の
子
季
語
と
し
て
「
寒
食
」
を
使
っ
た
の
は
、
作
者
の
漢
文
教
養
の
現
れ
で
あ
る
。
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二
、
北
満
季
語
の
夏

　

ハ
ル
ビ
ン
の
短
い
夏
に
も
蚊
や
虻
が
発
生
し
、
気
温
は
札
幌
の
そ
れ
に
近
い
。『
樹
氷
』
の
季
語
解
に
採
録
さ
れ
た
も
の
を
掲
げ
る
と
、

楡
の
実
、
ト
ロ
イ
ツ
ア
（
三
位
一
体
祭
、
６
月
中
旬
）、
青
草
敷
く
、
ブ
ザ
ー
（「
パ
ン
屑
を
発
酵
さ
せ
て
作
ら
れ
た
、
だ
が
非
常
に
複
雑
な

味
を
も
つ
清
涼
飲
料
水
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ロ
シ
ア
人
が
作
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
）、
垣
剪
む
（
籬
切
る
・
籬
手
入
、
ロ
シ
ア
人

が
垣
の
手
入
れ
を
す
る
そ
う
で
あ
る
）、
ウ
ズ
ベ
ー
ニ
エ
（
聖
母
昇
天
祭
、
８
月
２
８
日
）、
ビ
ン
テ
ー
ル
、
夜
来
香
（
晩
香
玉
、
ハ
ル
ビ
ン

に
限
ら
れ
る
花
で
は
な
い
）、
蒙
古
桜
（
東
郷
草
・
万
年
草
・
不
死
の
花
・
ベ
ス
、
ス
メ
ル
チ
イ
、
多
年
生
草
本
）、
オ
ボ
祭
（
廟
市
、
旧
暦

６
月
、
砂
漠
草
原
地
域
の
お
祭
り
）、
廟
法
会
（
旧
暦
６
月
前
半
）
な
ど
が
あ
る
。
日
本
人
に
と
っ
て
大
陸
的
で
、
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
も
の

が
選
ば
れ
て
い
る
。

　

例
と
し
て
数
句
を
掲
げ
る
。

　

〇
楡
の
実

　
　

楡
の
実
を
か
ぶ
り
惜
春
の
歩
を
運
ぶ	
青
木
郊
水

　

〇
ト
ロ
イ
ツ
ア

　
　

月
お
ぼ
ろ
な
り
ト
ロ
イ
ツ
ア
の
樺
を
伐
る	

荒
毛
達
郎

　

〇
青
草
敷
く

　
　

キ
ネ
マ
愉
し
青
草
の
匂
ふ
夜
の	

佐
藤
青
水
草

　

〇
ブ
ザ
ー
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ブ
ザ
ー
飲
み
て
あ
れ
ば
旅
愁
に
似
し
も
の
を	

有
賀
淡
水

　

〇
垣
剪
む

　
　

垣
剪
み
つ
ゝ
は
な
し
つ
ゝ
老
神
父	

佐
藤
青
水
草

　

〇
夜
来
香

　
　

法
帖
の
黴
を
惜
し
め
ば
夜
来
香	

佐
藤
青
水
草

　

〇
蒙
古
桜

　
　

不
死
の
花
家
苞
に
し
て
雲
の
峯	

中
川
宋
淵

「
垣
剪
み
」
は
ま
だ
平
和
裏
に
あ
る
ハ
ル
ビ
ン
の
微
笑
ま
し
い
日
常
の
一
齣
で
あ
る
。
今
か
ら
見
れ
ば
、
嵐
の
前
の
し
ば
し
の
静
寂
と
感
じ

ら
れ
よ
う
。
夜
来
香
は
そ
も
そ
も
中
国
南
部
に
原
産
す
る
花
で
後
に
全
土
に
広
が
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
言
葉
自
体
当
時
は
若
干
エ
ロ
チ
ッ

ク
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
醸
し
出
す
。
句
は
こ
の
花
が
李
香
蘭
の
歌
で
「
夜
来
香
（
イ
エ
ラ
イ
シ
ャ
ン
）」
と
し
て
有
名
に
な
る
前
で
あ
っ
た
。

三
、
北
満
季
語
の
秋

　
「
北
満
の
秋
は
賢
明
で
し
か
も
美
貌
で
は
あ
る
が
、
あ
ま
り
に
も
短
命
で
あ
る
」
と
『
樹
氷
』
に
書
か
れ
て
い
る
。
東
北
部
を
ふ
く
め
て
、

中
国
の
北
部
は
春
と
秋
が
短
い
。「
北
満
季
語
解
」
に
お
け
る
秋
の
季
語
を
掲
げ
る
と
、
聖
母
降
臨
祭
（
９
月
２
１
日
）、
て
ん
と
う
む
し

（
飄
虫
）、
鉢
入
れ
（
ロ
シ
ア
人
な
ど
は
、
夏
の
間
屋
外
に
出
さ
れ
て
い
た
鉢
を
霜
害
か
ら
守
る
べ
く
屋
内
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
）、
庭
木
埋
む
（
寒
気
に
弱
い
植
物
を
浅
い
溝
に
倒
伏
さ
せ
て
土
で
覆
う
と
い
う
防
寒
措
置
）、
草
掻
き
（
現
地
中
国
人
が
枯
れ
た
草
を
冬

季
の
燃
料
と
し
て
か
き
集
め
る
こ
と
で
あ
る
）、
終
航
（
終
航
船
、
ス
ン
ガ
リ
こ
と
松
花
江
お
よ
び
黒
竜
江
は
冬
季
は
凍
結
す
る
の
で
、
１
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０
月
の
下
旬
あ
た
り
に
終
航
す
る
）、
博
文
忌
（
１
０
月
２
６
日
、
伊
藤
博
文
が
１
９
０
９
年
ハ
ル
ビ
ン
の
駅
で
暗
殺
さ
れ
た
こ
と
の
記
念
）、

孔
子
祭
（
祀
孔
、
旧
暦
８
月
上
丁
日
つ
ま
り
最
初
の
ひ
の
と
の
日
に
孔
子
廟
で
行
わ
れ
る
。
満
洲
国
に
は
春
の
祀
孔
も
あ
り
、
旧
暦
２
月
上

丁
日
）
な
ど
が
あ
る
。

　

例
句
を
以
下
に
掲
げ
る
。

　

〇
て
ん
と
う
む
し

　
　

日
焦
げ
の
娘
て
ん
と
う
虫
と
ぶ
ヴ
ェ
ラ
ン
ダ
に	

佐
々
木
有
風

　

〇
草
掻
き

　
　

哨
兵
を
怕
れ
少
年
草
を
掻
く	

竹
崎
志
水

　

〇
終
航

　
　

終
航
船
巨
き
夕
陽
を
率
て
航
け
り	

有
賀
淡
水

　

〇
博
文
忌

　
　

蒼
天
の
冷
え
地
に
迫
り
博
文
忌	
竹
崎
志
水

　

〇
孔
子
祭

　
　

虫
の
野
を
か
へ
り
祀
孔
の
楽
と
あ
ふ	

久
保
木
信
也

「
草
掻
き
」
の
句
で
少
年
は
な
ぜ
哨
兵
を
恐
れ
る
の
だ
ろ
う
か
、
日
本
人
の
哨
兵
か
満
洲
軍
の
哨
兵
か
と
定
か
で
な
い
が
、「
孔
子
祭
」
と
合

わ
せ
て
、「
王
道
楽
土
」「
五
族
協
和
」
の
裏
に
あ
る
真
実
が
露
呈
す
る
一
句
と
な
る
で
あ
ろ
う
。「
博
文
忌
」
の
句
は
日
清
・
日
露
戦
争
以

降
に
お
け
る
こ
の
地
の
「
き
な
臭
さ
」
を
顕
わ
に
し
て
い
る
。
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四
、
北
満
季
語
の
冬

　

北
満
季
語
の
も
っ
と
も
特
徴
的
な
部
分
は
言
う
ま
で
も
な
く
冬
の
部
で
あ
る
。
虚
子
の
主
張
に
従
え
ば
、「
熱
帯
季
題
」
に
対
す
る
「
寒

帯
季
題
」
の
問
題
に
相
当
し
、
一
般
（
内
地
）
の
歳
時
記
の
冬
の
題
に
「
寒
帯
」
を
設
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
実
際
、「
北
満
季
語
解
」

に
お
け
る
冬
の
季
語
解
は
、
春
・
夏
・
秋
三
季
の
そ
れ
ぞ
れ
の
二
倍
ほ
ど
の
分
量
を
占
め
て
お
り
、
１
０
月
か
ら
翌
年
の
３
月
ま
で
は
長
い

冬
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
前
の
三
季
と
同
じ
よ
う
に
、
収
録
さ
れ
解
説
さ
れ
た
季
語
を
掲
げ
る
。
封
江
（
北
満
の
河
の
凍
結
が
１
１
月
上
旬
あ
た
り
）、
ト

ル
ス
ト
イ
忌
（
杜
翁
忌
、
１
１
月
２
０
日
）、
寒
夕
焼
（
凍
結
し
た
大
地
の
果
て
や
、
冬
木
の
上
を
流
れ
る
雲
を
染
め
る
夕
焼
け
に
「
見
逃

し
難
い
情
緒
と
ペ
ー
ソ
ス
が
あ
る
」
と
言
う
）、
聖
ニ
コ
ラ
イ
祭
（
１
２
月
１
９
日
）、
氷
紋
（
極
寒
の
中
の
窓
ガ
ラ
ス
に
現
れ
る
現
象
）、

息
凍
つ
（
外
を
暫
く
歩
く
と
、
息
が
髭
や
襟
に
白
く
凍
り
付
く
現
象
）、
換
気
（
冬
ご
も
り
の
中
で
、
健
康
の
た
め
に
換
気
す
る
必
要
が
あ

る
）、
凍
鐘
（
鐘
凍
つ
、
ロ
シ
ア
正
教
の
寺
院
の
鐘
が
北
風
の
中
の
視
覚
的
お
よ
び
聴
覚
的
イ
メ
ー
ジ
）、
マ
フ
（
マ
ッ
フ
、
マ
フ
タ
、
ロ
シ

ア
婦
人
の
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
兼
保
温
具
）、
造
花
（
造
花
売
る
、
半
年
に
わ
た
る
冬
の
室
内
に
は
、
造
花
の
装
飾
が
必
要
に
な
る
）、
大
豆
馬
車

（
大
豆
は
旧
満
洲
の
お
も
な
農
産
物
で
、
大
豆
馬
車
が
駅
に
集
ま
っ
て
く
る
）、
ウ
ォ
ッ
カ
（
火
酒
）、
帆
か
け
橇
（
ア
イ
ス
ヨ
ッ
ト
、
凍
っ

た
川
を
走
る
ヨ
ッ
ト
の
こ
と
）、
か
ま
ど
祭
（
祭
灶
、
旧
暦
１
２
月
２
３
日
）、
元
宵
節
（
燈
節
・
高
脚
踊
り
、
旧
暦
１
月
１
５
日
）、
洗
礼

祭
（
聖
水
式
、
１
月
１
９
日
）、
タ
チ
ヤ
ナ
祭
（
大
学
祭
、
１
月
２
５
日
、
ロ
シ
ア
人
の
祭
日
）、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
忌
（
１
月
２
８
日
）、

プ
ー
シ
キ
ン
忌
（
１
月
２
９
日
）、
万
寿
節
（
２
月
６
日
、
満
洲
国
皇
帝
溥
儀
の
誕
生
日
）、
春
遠
し
（
北
満
の
実
感
）、
凍
て
ゆ
る
む
（「
凍

解
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
」
と
言
う
）、
糖
糕
児
（
タ
ン
ゴ
ー
ル
、
山
査
子
の
串
刺
し
に
溶
か
し
た
砂
糖
を
掛
け
て
固
ま
ら
せ
た
お
菓
子
）
な
ど
が

あ
る
。



（8）

　

例
句
を
掲
げ
よ
う
。

　

〇
封
江

　
　

キ
タ
イ
ス
カ
ヤ
の
宵
美
し
く
封
江
期	

竹
崎
志
水

　

〇
ト
ル
ス
ト
イ
忌

　
　

杜
翁
忌
や
殺
戮
絶
ゆ
る
時
ぞ
な
き	

山
田
岳
秋

　

〇
寒
夕
焼

　
　

寒
夕
焼
塔
層
々
の
鐘
な
ら
す	

桂　

秀
草

　

〇
息
凍
つ

　
　

け
だ
も
の
ゝ
ど
れ
も
頭
を
垂
れ
息
凍
て
ぬ	

佐
藤
青
水
草

　

〇
凍
鐘

　
　

鐘
凍
て
ぬ
子
が
り
妹
が
り
帰
る
べ
く	

高
崎
草
朗

　
　

凍
鐘
に
さ
そ
は
れ
生
る
ゝ
詩
情
か
も	
竹
崎
志
水

　
　

凍
鐘
に
物
乞
ひ
ゐ
し
も
十
字
切
る	
竹
崎
道
子

　

〇
造
花

　
　

高
気
圧
窓
に
造
花
を
容
れ
し
よ
り	

野
嶋
島
人

「
封
江
」
の
句
に
あ
る
キ
タ
イ
ス
カ
ヤ
は
ロ
シ
ア
語
「
中
国
人
（
町
）」
の
意
味
で
、
現
在
は
「
中
央
大
街
」
と
い
う
名
前
に
な
っ
て
お
り
、

ハ
ル
ビ
ン
最
大
の
繁
華
街
で
あ
る
。「
ト
ル
ス
ト
イ
忌
」
の
句
は
、
ト
ル
ス
ト
イ
の
非
暴
力
主
義
か
ら
来
て
い
る
で
あ
ろ
う
。「
凍
鐘
」
の
題
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で
は
三
つ
の
句
を
掲
げ
た
が
、
高
崎
草
朗
の
句
は
日
常
生
活
の
生
き
生
き
と
し
た
一
齣
を
切
り
取
っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
竹
崎
志
水
の

句
は
写
生
か
ら
離
れ
、
具
体
化
で
き
な
い
胸
中
の
詩
情
を
詠
ん
で
い
る
。
竹
崎
道
子
の
句
は
社
会
の
不
平
等
を
一
人
の
敬
虔
な
物
乞
い
か
ら

捕
え
て
い
る
。

　

〇
か
ま
ど
祭

　
　

灶
祭
る
夜
の
凄
艶
を
婦
に
見
た
り	

森
川
遊
子

　

〇
元
宵
節

　
　

残
雪
を
渉
る
高
脚
相
も
つ
れ	

高
崎
草
朗

　

〇
洗
礼
祭

　
　

接
吻
す
氷
十
字
柱
炎
え
に
け
り	

高
崎
草
朗

　

〇
万
寿
節

　
　

神
廟
の
凍
て
お
ご
そ
か
に
万
寿
節	

竹
崎
志
水

　

〇
春
遠
し

　
　

春
遠
し
駱
駝
疎
懶
の
眸
を
高
く	
佐
藤
青
水
草

　

〇
凍
て
ゆ
る
む

　
　

行
軍
す
墓
多
き
野
の
凍
て
ゆ
ら
む	

山
田
岳
秋

「
か
ま
ど
祭
」
と
「
元
宵
節
」
は
中
国
の
民
間
風
俗
を
写
生
し
た
句
で
あ
る
が
、
前
者
は
婦
人
の
「
凄
艶
」
と
い
う
色
彩
感
を
視
覚
的
し
か

も
心
理
的
に
捕
捉
し
、
後
者
は
「
高
脚
（
た
け
う
ま
）」
の
も
つ
れ
と
い
う
お
節
句
の
賑
や
か
さ
の
中
に
ユ
ー
モ
ア
に
富
む
一
齣
を
切
り
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取
っ
た
。「
万
寿
節
」
の
句
は
我
々
に
満
洲
国
の
ハ
ル
ビ
ン
と
い
う
歴
史
的
背
景
を
印
象
付
け
る
。「
春
遠
し
」
は
駱
駝
の
眸
の
表
情
を
と
ら

え
、
素
晴
ら
し
い
写
生
句
で
あ
る
。「
凍
て
ゆ
る
む
」
は
、
こ
の
「
満
洲
浪
漫
」
の
大
地
の
現
実
を
し
っ
か
り
と
我
々
の
眼
に
焼
き
付
か
せ

る
。

お
わ
り
に

　

日
中
戦
争
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
、「
捕
虜
を
斬
る
キ
ラ
リ
キ
ラ
リ
と
水
光
る
」6
の
よ
う
な
恐
ろ
し
い
「
新
興
俳
句
」
も
詠
ま
れ
て
い
た
が
、

満
洲
地
域
は
抗
日
ゲ
リ
ラ
と
の
戦
闘
を
除
い
て
、
在
満
俳
人
た
ち
は
ほ
か
の
地
域
と
比
べ
て
か
な
り
平
穏
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

　

そ
の
生
活
が
満
洲
季
語
に
反
映
す
る
と
、「
匪
賊
」（
抗
日
ゲ
リ
ラ
と
山
賊
の
両
方
を
指
す
か
）
な
ど
の
言
葉
も
あ
っ
た
が
、
お
お
か
た
満

洲
浪
漫
色
に
染
め
ら
れ
た
ホ
ト
ト
ギ
ス
派
の
「
花
鳥
諷
詠
」
的
写
生
で
あ
っ
た
。
と
く
に
本
稿
で
扱
っ
て
い
る
ハ
ル
ビ
ン
の
俳
句
は
、
各
季

語
の
例
句
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
人
・
中
国
人
（
満
人
）
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
風
習
が
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
。
ロ
シ
ア
語
を
勉
強
し
、

ロ
シ
ア
文
学
を
耽
読
し
て
い
た
青
年
俳
人
も
い
た
の
で
、
ロ
シ
ア
人
の
生
活
・
宗
教
等
に
多
大
な
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　

純
粋
に
文
学
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
本
国
の
歳
時
記
に
な
い
北
満
季
語
は
実
に
新
鮮
で
面
白
く
、
ま
た
、
極
寒
地
域
の
気
候
が
も
た
ら
し

た
新
鮮
な
材
料
も
作
句
の
刺
激
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
氷
結
し
た
万
物
か
ら
詩
情
を
見
出
し
、
本
国
で
は
出
会
う
こ
と
の
な
い
句
を
詠
め
て

い
る
。

　

一
方
、
一
部
の
社
会
性
の
強
い
句
に
は
、
弱
者
と
し
て
の
中
国
人
（
満
人
）
や
ロ
シ
ア
人
の
乞
食
の
姿
が
見
え
て
く
る
。
哨
兵
を
恐
れ
る

少
年
が
氷
山
の
一
角
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
こ
か
ら
「
王
道
楽
土
」
が
崩
れ
始
め
、
ハ
ル
ビ
ン
の
生
活
も
い
ず
れ
ひ
っ
く
り
返
る
の
で
あ
る
。

　

北
満
季
語
は
、
佐
々
木
有
風
が
「
韃
靼
」
に
書
い
た
よ
う
に
、「
吾
々
は
白
髪
染
め
で
染
め
た
頭
髪
が
、
自
然
の
黒
髪
の
如
く
美
し
く
な

い
と
い
ふ
事
実
を
考
へ
て
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
自
然
の
頭
髪
は
濃
黒
な
る
毛
髪
、
淡
黒
の
も
の
、
赭
味
を
昧
び
た
毛
な
ど
の
雑
多
の
色
の
調
和
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が
あ
る
が
故
に
、
単
一
な
黒
さ
以
外
の
何
物
で
も
な
い
白
髪
染
め
の
頭
髪
よ
り
も
美
し
い
の
だ
と
い
ふ
事
実
を
考
へ
て
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。」

と
い
う
の
で
あ
る
。7

　

日
本
本
土
で
考
え
て
も
、
虚
子
が
「
宗
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
関
東
関
西
圏
で
培
わ
れ
た
俳
句
の
歳
時
記
が
、
北
海
道
と
沖
縄
を
さ
て

お
き
、
東
北
と
九
州
で
は
す
で
に
数
週
間
の
季
節
的
ズ
レ
が
生
じ
て
お
り
、
虚
子
が
守
っ
て
い
た
子
規
以
来
の
自
然
人
事
の
「
写
生
」
に
不

都
合
を
来
た
し
て
い
る
。
全
国
統
一
の
俳
句
歳
時
記
は
、
結
果
的
に
国
民
国
家
の
文
化
装
置
に
な
っ
て
い
る
。

　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
よ
う
な
熱
帯
は
い
ざ
知
ら
ず
、
旧
満
洲
、
と
り
わ
け
ハ
ル
ビ
ン
を
中
心
と
す
る
北
満
の
気
候
は
前
出
の
よ
う
に
、
冬
の

比
重
が
非
常
に
大
き
い
が
、
や
は
り
四
季
の
区
別
が
あ
り
、
日
本
の
関
東
関
西
圏
と
異
な
る
季
語
で
句
が
詠
め
る
の
は
明
白
な
事
実
で
あ
ろ

う
。
現
在
俳
句
は
国
境
を
越
え
て
、
様
々
な
国
で
詠
ま
れ
て
い
る
が
、
何
が
俳
句
か
と
い
う
基
準
も
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
季
語
を
必
須
と
す

る
タ
イ
プ
の
国
際
俳
句
に
は
、
北
満
季
語
は
、「
植
民
地
文
化
」
の
産
物
と
い
う
時
代
背
景
を
し
っ
か
り
認
識
し
た
上
、
文
学
的
に
は
貴
重

な
遺
産
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

本
稿
は
ま
だ
俳
誌
「
韃
靼
」
三
年
分
に
見
ら
れ
る
北
満
季
語
を
検
討
し
た
に
過
ぎ
ず
、
こ
れ
か
ら
は
そ
の
他
の
旧
満
洲
俳
誌
を
調
べ
、

各
々
の
季
語
の
特
徴
を
考
察
し
、
比
較
し
て
み
た
い
と
思
う
。
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